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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第２区分
【発行日】平成23年6月23日(2011.6.23)

【公表番号】特表2007-509752(P2007-509752A)
【公表日】平成19年4月19日(2007.4.19)
【年通号数】公開・登録公報2007-015
【出願番号】特願2006-536133(P2006-536133)
【国際特許分類】
   Ｂ２２Ｄ  11/115    (2006.01)
   Ｂ２２Ｄ  27/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２２Ｄ  11/115   　　　Ｆ
   Ｂ２２Ｄ  27/02    　　　Ｗ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年4月6日(2011.4.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　有利には、これらインダクタは、各インダクタが、鋳造スラブ６の半分の幅の１／２よ
りわずかに短い長さを有する、流動対流分岐（１１ａあるいは１１ｂ）内に移動磁界を発
生するように構成される。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　図８は、本発明の好ましい実施形態を示す。これは、上側の再循環ローブＬ１およびＬ
４の上側縁部（鋳造ジェット７および７’を強化する）を、流動対流ゾーンに変換するか
らなる。これを行うために、攪拌交差部９を生成するために、水平方向に移動する磁界を
発生する２つの追加の直線インダクタ１６、１７を、二次冷却ゾーン内に既に存在するペ
アのインダクタに加える。これら２つのインダクタは、放出口５および５’から放出され
る金属ジェット７および７’と同一レベルにおいて、ノズル４の両側の同一線上に配置さ
れ、ノズルから鋳型１の狭い面３、３’に向かって前記ジェットと並流して移動させる。
このようにして、ジェットと底部から上昇する中心流れとの間で集まる効果は、このよう
にさらに強化され、その結果、鋳型内の局所的「ダブルロール」モードも同様に強化され
る。
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